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平成 29年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2017 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
北欧と日本の高齢者介護に関する実証的研究 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

 

研究代表者をつとめる科研採択課題「福祉ガバナンスと介護労働の変容に関する国際比較研究」（基盤（B）） 

では、日本や欧州の高齢者介護の市場化に伴う福祉ガバナンスの変容について分析し、それが介護労働にど 

のようなインパクトを与えているかについて研究する。成果の一部は Transforming Care 学会（6月 26日

～28日、於ミラノ）と East Asian Social Policy Network 学会（8月 2日～3日、於名古屋）において報告

する予定である。研究分担者をつとめる科研採択課題「ソーシャルワークの実践理 論形成に関する実証的

研究：事例を通した地域・国際比較研究」（基盤（B），研究代表者：上野谷加代子）においては、国内外の

地域福祉実践の調査を行い、参加と協働による生活課題の解決を目指す実践の分析を行う予定である。また、

研究成果公開促進費に採択された学術図書『市場化のなかの北欧諸国と日本の高齢者介護』（斉藤弥生・石

黒 暢編）の出版に向けて編集作業を進める。同じく研究成果公開促進費に採択された学術図書『北欧ケア

の思想的基盤を掘り起こす』（浜渦辰二編）の出版に向けて、執筆分担章の編集を進める。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

社会福祉学 社会学 
地域研究（ヨーロ

ッパ） 
  

キーワード Keywords*2 高齢者介護 ケア 福祉国家 介護労働 ガバナンス 

 


